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定価120円

会員の購読料は会費に
含んでおります。

　甲斐市商工会は、工業振興事業の一環として、製造業会員事業
所の「ものづくり技術」をデータベース化し、「わが社の得意技」集
として冊子化している。
　自社の製品や技術等を幅広く周知することにより、ビジネスマッ
チング機会を創出し、取引拡大を促進して、地域中小・小規模企業
の経営基盤強化と地域産業振興を図ることを目的としている。
　現在、冊子への掲載は６３社。事業所の基本情報と併せて特徴あ
る技術を業種ごとに分類し、「得意技」として掲載している。
　情報として伝わりにくい製造業加工技術の見える化が、新たな
取引のきっかけとなっている。 （詳細記事は、８ページに掲載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

ものづくり企業の「得意技」を積極的にアピール！
  2ｐ	�青年部交流研修会・主張発表大会
　　　女性部関東ブロック交流研修会

  3ｐ	�商工貯蓄共済融資優遇制度「ファ
スト３００」

4ｐ	�全国展開支援事業採択商工会とプ
ロジェクト内容

　　　ネットde 記帳による経理業務サポート

5ｐ	�省エネプラットフォーム事業／森林
セラピー

6ｐ	�一歩夢向うへ
7ｐ	�景況調査／経営なんでも相談
8ｐ	�商工会なう／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報



最優秀賞に輝いた小笠原総一さん

関東ブロック商工会女性部交流研修会（千葉大会）
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
前
島
郁
夫

会
長
）
で
は
、
七
月
八
日
（
金
）、
昭
和

町
ア
ピ
オ
に
お
い
て
、
交
流
研
修
会
を
三

部
構
成
で
開
催
し
た
。

　

県
内
の
青
年
部
員
、
約
一
二
〇
名
が
参

加
す
る
中
、
第
一
部
で
は
青
年
部
活
動
や

青
年
部
員
と
し
て
の
活
動
を
発
表
す
る

「
主
張
発
表
大
会
」
が
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
（
山
梨
県
知
事
賞
）
に
、
小
笠
原
総
一

さ
ん
（
中
央
市
商
工
会
青
年
部
）
が
輝
き
、

九
月
に
埼
玉
県
に
て
開
催
さ
れ
る
関
東
大

会
に
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
㈱
ア
チ
ー
ブ
メ

ン
ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
社　

代
表
取
締
役　

富
田
英
太
氏
か
ら
、
後
継
者
の
た
め
の
事

業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ

に
学
ぶ
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
堕
ち
な
い
経
営

術
』
を
演
題
に
、自
社
を
客
観
的
に
促
え
、

何
を
継
承
し
、
何
を
変
え
る
べ
き
か
、
自

身
の
経
験

を
基
に
し

た
講
演

が
あ
っ
た
。

　

第
三
部

の
交
流
会

で
は
、
関

東
大
会
に
向
け
た
力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
の
受
賞
者
は
左
記
の
と

お
り
。

（左から花田さん、小笠原さん、網野さん、根津さん）

最
優
秀
賞
小
笠
原
総
一
さ
ん（
中
央
市
）
関
東
大
会
へ

～
青
年
部
連
合
会
「
交
流
研
修
会
」
開
催
～

主
張
発
表
大
会
受
賞
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
　
小
笠
原
総
一
（
中
央
市
）

優
秀
賞
　
　
網
野
　
俊
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
川
三
郷
町
）

優
良
賞
　
　
根
津
　
和
博
（
山
梨
市
）

　
　
　
　
　
花
田
　
美
秀
（
大
月
市
）

　

七
月
十
三
日
（
水
）
～
十
四
日
（
木
）、

勝
浦
市
に
あ
る
勝
浦
市
芸
術
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
県
を
含
む

八
七
六
名
の
参
加
者
の
も
と
、「
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

各
都
県
女
性
連
代
表
十
名
に
よ
る

主
張
発
表
大
会
で
は
、
本
県
代
表　

福

田
陽
子
さ
ん
（
中
央
市
商
工
会
）
が
、

五
十
九
名
の
本
県
女
性
部
員
の
応
援
の

中
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
～
と
ま
チ
ュ
ウ
の
ま
ち
づ
く
り

は
子
供
た
ち
か
ら
～
」
と
題
し
て
、
中

央
市
商
工
会
女
性
部
が
地
域
と
密
着

し
、
も
の
づ
く
り
を
地
域
の
子
供
達
に

教
え
伝
え
る
女
性
部
事
業
に
つ
い
て
、

発
表
を
行
っ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
後
、
勝
浦
市
を
も
っ

と
元
気
に
し

よ
う
と
立
ち

上
が
っ
た
市

民
団
体
「
勝

浦
タ
ン
タ
ン

メ
ン
船
団
」
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、

勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
の
販
売
と
千
葉

県
女
性
部
に
お
け
る
物
産
展
が
行
わ
れ

た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
各
都
県
か
ら
の
女

性
部
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
芸
能
が
披
露
さ
れ

た
。
本
県
で
は
、
昨
年
大
好
評
を
い
た

だ
い
た
、「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
と
甲
斐
の

踊
り
子
」
を
披
露
し
、
今
年
度
も
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会
（
千
葉
大
会
）
開
催
さ
れ
る

山梨県代表福田陽子さん

関東ブロック商工会女性部交流研修会（千葉大会）



『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　[夜間窓口]　毎月第1・第3木曜日　午後7時まで
　　　　　[土曜窓口]　奇数月の第2土曜日　午前10時～午後5時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
三
本
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
融
資
制
度
は
、
七
月
一
日
か
ら

優
遇
制
度
「
フ
ァ
ス
ト
３
０
０
」
の
運
用

を
開
始
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
通
常
の
貯
蓄
共
済
融
資

条
件
に
加
え
、
下
記
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
に
、
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
が
原
則

保
証
を
行
い
、
保
証
の
内
諾
も
一
両
日
中

に
商
工
会
へ
連
絡
が
入
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
早
急
な
運
転
資
金
の
借
入
需
要
に
対

応
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　

商
工
貯
蓄
共
済
融
資
は
、
共
済
加
入
者

が
有
利
な
条
件
で
借
入
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
長
年
商
工
会
の
金
融
支
援
策

の
柱
と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数

年
は
、
他
の
融
資
制
度
の
拡
充
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
融
資
の
利
用
件
数
が
減
少
し

て
お
り
、
制
度
の
魅
力
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。　
　

　

今
回
の
「
フ
ァ
ス
ト
３
０
０
」
は
、
加
入

者
の
「
す
ぐ
に
運
転
資
金
の
借
入
を
し
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

商
工
会
連
合
会
と
山
梨
県
信
用
保
証
協
会

が
運
用
面
を
見
直
す
こ
と
で
実
現
し
た
。

取
扱
金
融
機
関
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
密
に
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事

業
者
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

お
問
合
せ
・
ご
相
談
は
商
工
会
へ

　

「
フ
ァ
ス
ト
３
０
０
」
の
条
件
は
左
記

の
と
お
り

貯
蓄
共
済
融
資
の
決
定
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

優
遇
制
度
「
フ
ァ
ス
ト
３
０
０
」の
運
用
開
始

①
申
込
金
額
が
平
均
月
商
の
３
ヶ
月
以

　

内
の
運
転
資
金
で
あ
る
。

②
直
近
の
決
算
書
に
お
い
て
、
経
常
利

　

益
を
計
上
し
て
い
る
。（
個
人
は
申
告

　

書
の
事
業
所
得
と
不
動
産
所
得
の

　

合
算
が
プ
ラ
ス
）

③
既
存
の
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
保
証

　
（
運
転
資
金
）
残
高
と
申
込
金
額
（
運

　

転
資
金
）
の
合
計
が
３
０
０
万
円
以

　

内
で
あ
る
。

④
返
済
期
間
が
５
年
以
内
で
あ
る
。

※
貯
蓄
共
済
融
資
制
度
は
、
貯
蓄
共
済
に

６
ヶ
月
以
上
加
入
し
、
か
つ
遅
延
な
く
掛

金
の
払
込
が
継
続
さ
れ
る
と
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



関
東
地
方
で
一
番
小
さ
な
村
が
生
き
残
る

た
め
の
新
た
な
観
光
産
業
の
調
査
研
究

　

自
然
豊
か
な
丹

波
山
村
で
は
あ
る

が
人
口
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
で
五
五
四

人
。
関
東
地
方
で
一
番
小
さ
な
村
が
生
き

残
る
た
め
、
豊
か
な
自
然
、
魅
力
あ
る
地

域
資
源
や
空
き
施
設
、
空
き
店
舗
等
の
現

状
を
調
査
し
、
自
然
環
境
と
地
域
資
源
を

活
か
し
た
新
た
な
観
光
産
業
の
創
出
を
調

査
研
究
す
る
。

甲
斐
市
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
「
桑
の
葉
」を
活
用

し
た
新
商
品
開
発
等
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

　

平
成
十
五
年
か

ら
桑
の
実
摘
み
観
光

事
業
を
興
す
と
と
も

に
、
桑
の
実
ジ
ャ
ム
、

桑
の
葉
茶
、
桑
の
葉

パ
ウ
ダ
ー
等
の
開

発
を
進
め
、
市
の
特
産
品
と
し
て
販
売
を

行
っ
て
き
た
。
本
事
業
は
、
桑
を
活
用
し
た

商
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
会
員
企
業
を
対

象
に
研
修
会
や
専
門
家
派
遣
に
よ
る
新
商

品
開
発
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
。

地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
た
食
と
農
で
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業

　

当
地
域
は
、
ス
モ

モ
の
生
産
量
が
日
本

一
を
誇
り
、
他
に
さ

く
ら
ん
ぼ
・
桃
・
ブ

ド
ウ
・
柿
・
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
な
ど
が
あ

る
フ
ル
ー
ツ
王
国
で
あ
る
。
本
事
業
は
、

地
域
の
果
実
の
う
ち
、
傷
や
変
形
な
ど
の

Ｂ
級
品
を
原
材
料
に
フ
ル
ー
ツ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
と
し
て
商
品
化
・
販
売
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
。

印
鑑
・
和
紙
製
作
体
験
を
核
と
し
た
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
後
継
者
育
成

　

当
町
は
、
い
く
つ

も
の
伝
統
工
芸
産

業
を
抱
え
て
い
る

も
の
の
、
知
名
度
が

低
く
、
観
光
客
数
は

非
常
に
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
本
事
業
は
、「
六
郷
の
印
鑑
」

「
市
川
の
和
紙
」
を
メ
イ
ン
と
し
、
こ
れ
に

地
域
の
観
光
資
源
や
周
辺
観
光
資
源
等
を

組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
築
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
。
ま
た
、

後
継
者
育
成
を
実
施
し
、
地
域
伝
統
産
業

の
円
滑
な
事
業
承
継
を
図
る
。

Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

 Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

 

赤
ワ
イ

ン
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

従
来
よ
り
ぶ
ど
う

栽
培
が
盛
ん
な
韮
崎

市
穂
坂
町
。
地
元
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
無
く

醸
造
用
ぶ
ど
う
は
す

べ
て
市
外
に
出
荷
し

て
い
る
。本
事
業
は
、

平
成
二
十
六
年
に
策
定
し
た
「
赤
ワ
イ
ン

の
丘
基
本
構
想
」
の
実
現
の
た
め
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
複
合
的
観
光
施
設

を
設
置
し
、
赤
ワ
イ
ン
の
聖
地
と
な
る
べ

く
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
、
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
す
る
。

ネット de 記帳システムにより経理業務をしっかりサポートいたします！

・�設備投資に回せる金額の
  見極めが難しい。
・�売上はあるのにお金がない。

本当に儲かっているの？
・消費税の納税資金が心配。

　≪ネット de 記帳はここが便利≫
◆誰にでも楽々できます！
　操作は簡単なので、パソコン初心者でも安心してご利用いただけます。
　�また、気になるところは付箋機能による質問も可能。商工会
と相談しながら入力を進められます。

◆どこでも楽々できます！
　�インターネットが使えるパソコンがあれば、会社や自宅は

もちろん、出張先などの出先からでも、すばやく伝票入力や
元帳の確認などができます。

◆簡単操作で電子申告までできます！
　�「ネットde記帳」なら、帳票イメージに近い画面からの入力
で、簡単に所得税や消費税の申告書類を作成できます。そ
のまま電子申告をすることも可能です。

〜
五
商
工
会
が
全
国
展
開
支
援
事
業
を
導
入
〜

地
域
資
源
を
全
国
へ

　
本
事
業
は
、
商
工
会
が
地
域
資
源
等
を
活
用
し
て
の
特
産
品
開
発
や
観
光
開
発
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
も
の
で
、
本
年
度
、
山
梨
県
か
ら
は
次
の
五
件
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。

甲
斐
市
商
工
会

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

市
川
三
郷
町
商
工
会

韮
崎
市
商
工
会

丹
波
山
村
商
工
会

わかるまで・できるまで商工会の“しっかり”サポートで、とっても安心！

「ネット de記帳」は、月々わずかの費用でご利用いただけます。～詳しくは、お近くの商工会へ～

システムの特性を活かしてお客様と同じ画面を見ながらアドバイス
をするなど、丁寧にサポートいたします。
また「ネットｄｅ記帳」なら、日常業務のみならず、経営改善の計画な
ど、様々な場面で問題解決のお手伝いをすることが可能です。
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県
連
お
よ
び
商
工
会
で
は
、
経
済
産
業

省
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
談
地
域
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
県

や
山
梨
中
央
銀
行
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
企
業
の
皆
様
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
省
エ
ネ

に
よ
り
企
業
の
経
営
健
全

化
を
目
指
し
て
い
く
も
の

で
す
。
省
エ
ネ
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
窓
口
と

な
っ
て
支
援
を
行
う
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
専
門
家

を
派
遣
し
個
別
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

様
々
な
省
エ
ネ
に
関
す
る

相
談
が
出
来
ま
す

○
省
エ
ネ
の
実
践
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
い

○
社
内
の
省
エ
ネ
意
識
の
向
上
を
図
り
た
い

○�

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
運
用
改
善
に
よ
る

省
エ
ネ
を
知
り
た
い

○�

現
状
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
と
省
エ
ネ

効
果
を
知
り
た
い

○�

設
備
更
新
の
計
画
や
補
助
金
の
申
請
・

資
金
調
達
に
つ
い
て
知
り
た
い  

な
ど

お
申
込
み
・
ご
相
談
は
各
商
工
会
へ

ご
不
明
な
点
は
商
工
会
連
合
会
へ

　
℡
〇
五
五
ー
二
三
五
ー
二
一
一
五

　

経
営
者
や
従
業
員
が
心
身
と
も
に
健
康

に
働
く
こ
と
が
企
業
発
展
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。「
武
田
の
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
に
よ
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
体
験
ツ

ア
ー
を
定
期

開
催
し
て
い
ま

す
。
山
の
国
山

梨
な
ら
で
は
の

癒
し
の
時
間
。

あ
な
た
も
森
と

癒
し
の
森
林
セ

ラ
ピ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん

か
？

ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
◀

森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
　
◀

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　
◀

セ
ラ
ピ
ー
弁
当

　
　
◀

温
泉
浴

武田の杜へのお問い合わせ

ＴＥＬ	 055-251-8551
	 AM9：30 ～ PM4：30
ＵＲＬ	 http://y-zouen.jp/takeda/

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
談
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
ス
タ
ー
ト

ス
ト
レ
ス
解
消
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
企
業
を
元
気
に
!!

省
エ
ネ
相
談
サ
ー
ビ
ス
で
経
営
を
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
ス
リ
ム
に

詳しくは　 無料省エネ相談   で　検索

森林セラピー体験　モデルプラン
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省エネや経営の専門家
などに来てもらい、

実践的で
効果のあがるアドバイスを

直接受けたい



　

笛
吹
市
石
和
町
松
本
に
本
社
を
構
え
る

㈲
一
ノ
瀬
瓦
工
業
。
地
域
を
代
表
す
る
老

舗
瓦
屋
さ
ん
で
、
今
年
創
業
一
〇
〇
年
を

迎
え
た
。

　

こ
の
六
月
、
瓦
の
新
た
な
可
能
性
を
追

求
し
、一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
の
名
は
、『icci K

A
W
A
R
A
 PR
O
D
U
CT
S

』

(

イ
ッ
チ 

カ
ワ
ラ 

プ
ロ
ダ
ク
ツ)

―
※
瓦

を
材
料
と
し
た
日
用
雑
貨
や
置
物
。

　

今
回
は
、日
本
文
化
の
未
来
を
見
据
え
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
を
大
き
く
覆
す
新
た
な

ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
挑
む
、
五
代
目
社
長

の
一
ノ
瀬
靖
博
さ
ん
を
直
撃
し
た
。

―
『icci  K

A
W

A
R
A

  P
R
O

D
U

C
T
S

』

を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
―

　

一
〇
年
程
前
か
ら
、
新
た
な
瓦
の
あ
り

方
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
瓦
と
い
う
日
本

の
文
化
や
芸
術
性
を
世
界
に
向
け
て
発

信
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「C

O
O
L

」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
衣
・
食
・
住
」
の
三

点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
日
常
生
活
の
な
か

に
、
自
然
と
瓦
が
溶
け
込
む
ス
タ
イ
ル
を

創
り
出
そ
う
と
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

―
商
品
の
構
想
を
進
め
て
い
く
な
か
で
苦

労
さ
れ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
か
―

　

取
引
先
の
会
社
に
試
作
品
の
製
作
を
依

頼
し
ま
し
た
。
担
当
者
と
現
地
で
何
度
も

顔
を
合
わ
せ
、
打
ち
合
わ
せ
や
作
品
の
確

認
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
自
分
が
求
め

て
い
る
ク
オ
リ
テ
ィ
に
な
か
な
か
辿
り
着

け
ず
、
完
成
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
本

当
に
険
し
い
も
の
で
し
た
。

〝
瓦
〟
か
ら〝
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
〟
へ

～
一
〇
年
越
し
の
想
い
を
カ
タ
チ
に

日
本
文
化
の
未
来
を
担
う
、五
代
目
社
長
が
描
く
新
た
な
常
ス
タ
イ
ル識
～

有
限
会
社 

一
ノ
瀬
瓦
工
業

代
表
取
締
役
一
ノ
瀬  

靖
博
さ
ん

（
笛
吹
市
商
工
会
）

　

自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝
え
、
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
に
非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

―
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
商
品
販
売
に

移
っ
た
反
響
は
ど
う
で
す
か
―

　

県
内
外
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
や
出
版
社
な

ど
に
数
多
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

S
H
IP
S

か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
来
た
の
は
シ

ビ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
非
常

に
多
い
で
す
。

―
今
後
の
展
開
や
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
―

　

ど
の
角
度
か
ら
で
も
同
じ
感
度
で
、
同

じ
よ
う
に
見
え
る
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
状
況
や
環
境

な
ど
に
捉
わ
れ
ず
、
様
々
な
シ
ー
ン
に

フ
ィ
ッ
ト
し
、
素
材
が
瓦
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
れ
な
い
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
自

分
の
な
か
で
の
成
功
で
す
。

　

日
用
雑
貨
や
置
物
に
続
き
、
第
二
弾
も

す
で
に
構
想
中
で
、
よ
り
実
用
的
な
商
品

の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

【
後
記
】

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
瓦
業
界
を
一

身
に
背
負
い
、
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
の
一

大
企
画
と
位
置
付
け
て
い
る
一
ノ
瀬
社
長
。

そ
の
裏
付
け
に
、
世
界
的
に
有
名
な
メ
デ
ィ

ア
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
ハ
イ
ロ
ッ
ク
氏
を
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
登
用
す
る
な
ど
、

規
模
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

本
当
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
気
づ

け
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
二
時
間
を
超
え
る
も

の
に
。
そ
の
全
て
を
書
き
記
せ
な
い
た
め
、

こ
の
続
き
は
、
㈲
一
ノ
瀬
瓦
工
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

へ
。
き
っ
と
あ
な
た
も
『ic

c
i

（
イ
ッ
チ
）』

の
虜
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

5 代目社長の一ノ瀬靖博さん。
趣味は絵画。その趣味が高じて、イタ
リアへ留学するほど。今回の商品デザ
インも実際に自らペンを走らせた。

㈲一ノ瀬瓦工業
1916 年（大正 5年）創業
〒406-002 笛吹市石和町松本 829
℡ 055-263-4710
(HP)http://icci-kawaraproducts.com
(FB)�https://www.facebook.com/icci.

kawara.products
～日本のヒトカケラを屋根の上から

テノヒラに～
ｉｃｃｉ　KAWARA PRODUCTS

※�商品の販売はインターネットがメインと
なっております。

今回発売されたプロダクツ（全１６作品）
の一部（コースター）。１番人気は、下
段左から 2 番目の富士山のデザイン。
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中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇 上 昇

上 昇

上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-24.3-32.5 -37.8

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２8年4月～6月期 ＝
○製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス43.3からマイナス
32.5に上昇した。

○建設業の完成工事額ＤＩは、前期マイナス16.0からマイナ
ス4.0に上昇した。

○小売業の売上額ＤＩは、前期マイナス54.0からマイナス
42.0に上昇した。

○サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス35.8からマイナ
ス37.8に下降した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（36.4％）、生産設備の不足・老朽化（18.2％）、原材料価
格の上昇（9.1％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-26.0 -42.0 -38.0
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（22.9％）、購買力の他地域への流出（20.8％）、大型
店・中型店の進出による競争の激化（16.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-8.0-4.0 -12.0
《主な経営上の問題点》
官公需要の停滞（16.0％）、材料価格の上昇、材料費・人件費以外の経費の増
加、請負単価の低下・上昇難、熟練技術者の確保難、民間需要の停滞（12.0％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-37.8 -49.0 -33.3
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（27.1％）、大企業の進出による競争の激化（16.7％）、
利用者ニーズの変化（14.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降

下 降 下 降

横 這い

横 這い

横 這い

横 這い

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様

平成２８年７月３１日発行 第２８４号 平成15年7月14日第三種郵便物認可
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経営・資金繰りなどで
お困り事はございませんか？

○消費税・税務に関する相談
　【専門相談員】税理士
○法律、経営に関する相談	 　
　【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○知的財産に関する相談	 　
　【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間	 　
　午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定（お申し込みはお近くの商工会へ）

開　催　日 会　　　場

平成２８年

９月１５日（木） 韮崎市商工会

１１月１７日（木） 山梨市商工会

平成２９年

　１月１９日（木） 身延町商工会

　３月１６日（木） 河口湖商工会

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ



　富士河口湖町にある「栄正（えいしょう）

水産」は、国道１３９号から、北東に入ったと

ころにある「さくら横丁」の一角にあります。

オープンして今年で７周年を迎えるお魚専門店。

　「お魚の美味しさと価値をみなさんに知っていただき

たくて、魚屋を始めました」と話す宮下社長。社長自ら、

東京中央卸売市場（築地魚市場）に買い付けに行き「いつ

も安心を食卓へ」をモットーにみなさんにお届けしてい

ます。卸売りより小売りに主軸を置く、宮下社長独自の

経営方針により、今では、毎週甲府から通ってくる常連

さんもいらっしゃるほどの人気店です。

　一番人気はマグロ、絶品です！マグロのブツはあっと

いう間に売り切れてしまう商品の一つ、その他真アジ、真

サバなどたくさんの鮮魚が並んでいます。また、河口湖

の地酒を使って作られた甲斐サーモンの粕漬けなど、栄

正水産オリジナル商品もお試しいただきたい一品です。

　価格ではなく、価値の提供にこだわり続け、

今夏には、鮮魚に特化した念願の２号店を富

士吉田市にオープン。海のない山梨の皆さま

に魚の本当の美味しさを届けたいと言う強い

思いも感じられました。

　お客様に安心した商品を届けたい、ぶれない信念を持

ち続け、大型店には真似できない地域密着型のお店を目

指して、これからも美味しいお魚を提供し、安心・安全・

信頼をスタッフ一同でお届けしていきます。

　富士吉田市、富士河

口湖町を訪れた際は、

ぜひお立ち寄りくださ

い。 （調査員：ＲＪ）

　商業・サービス業の逸品紹介事業や、建設業の住ま

いの相談事業だけでなく、ものづくり企業を紹介するた

め、これまでなかった商工会製造業会員事業所の加工

技術等を集約してアピールする手段を考えよう。この強

く熱い思いからスタートしたのが、『わが社の得意技Ｐ

Ｒ事業』である。

　本事業は、製造業会員事業所を業種ごとに分類した

上で、保有する加工技術等を「得意技」と銘打ち、一目で

どのような加工が出来るのかを冊子化したもの。市内は

もとより県外へも情報を発信し、販路開拓につなげてい

くため、平成２６年度から事業展開した。

　だが、道のりは順風満帆ではなかった。約２００社ある

製造業会員事業所へこの企画を案内したところ、賛同し

たのはわずか２社

であった。文書だ

けの案内では内容

が伝わらない。こ

のため、企業を訪

問して直接社長に

主旨を説明し、理

解してもらうしか

ない。そうするこ

とで、企業の実態

が把握でき、課題

も見えてくるは

ずだと考え、地道

に企業訪問を繰

り返した。巡回を

重ねる中、徐々に

賛同する企業が

増え６３社の「得意技」が集まった。

　小規模企業は、従業員も少なく、営業力が脆弱で、ホー

ムページもないため、なかなか新たな取引先獲得につ

ながらない。この「わが社の得意技」集の作成とその内

容を商工会ホームページに掲載したところ、複数回にわ

たり掲載企業同士でのマッチングにつながった。

　また、県外からもサンプル製作や見積書依頼、問い合

わせが増加し、受注機会の増大が図られ、売上高増につ

ながったとの報告も多数寄せられている。

　３年目を迎える本年度は、さらなる内容充実を図り、

１００社の「得意技」紹介を目指している。

　「わが社の得意技」集に関する詳細内容は、甲斐市商

工会ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋａｉ−ｓｈｏｋｏｋａｉ.ｊｐ/

ｗａｇａｓｈａ/ ）をご覧ください。

甲斐市商工会

甲斐市が誇るものづくりの得意技
「ほしい技術、ここにあります！」

クチコミ情報

栄正（えいしょう）水産
住　　所：南都留郡富士河口湖町船津２１９６
Ｔ Ｅ Ｌ：０５５５−７２−４８６８
Ｕ Ｒ Ｌ：ｈｔｔｐ：//ｅｉｓｙｏｕｓｕｉｓａｎ.ｊｉｍｄｏ.ｃｏｍ /
　　　  　　ｈｔｔｐｓ：// ｗｗｗ.ｆａｃｅｂｏｏｋ.ｃｏｍ/ｅｉｓｙｏｕｓｕｉｓａｎ/
営業時間： １１：００〜１９：００　　定休日：水曜日

しあわせ
調査員の

（有）イワタニ精工

松美宣伝
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